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概念的に、私は弱教師付きグラフ表現学習という新しい研究課題を提案します。私の研
究は、知識リソースが限られている現実世界のシナリオにより適しており、薬物発見、不
正検出、質問応答などの多くの重要なアプリケーションに貢献することができます。

グラフ　深層学習　人工知能

■研究の概要 

グラフ表現学習（GRL）は急速に成長している分野であり、さまざまな領域から大きな注目を集めており、その結果、
多くの研究が蓄積されています。しかし、GRL手法の大部分は、大量のデータ収集、ラベル付け、および計算資源を含
む膨大なリソースを必要としますが、現実世界のアプリケーションではそれらが十分に確保できない場合が多いで
す。リソースの制約は既存のグラフニューラルネットワーク（GNN）モデルの展開を制限し、その性能低下を引き起こ
します。したがって、グラフ表現学習と不完全でリソースの限られた現実世界の環境や応用シナリオとのギャップを
埋めることは非常に困難な課題です。この課題に対処するため、私はリソース要件を削減しつつ、リソースが豊富な
モデルに匹敵する性能を最大限維持する新しい弱教師ありGRL手法の開発に取り組んでいます。

この挑戦に対して、以下の3つの側面からアプローチします。一つ目は不完全な教師信号であり、つまり、（通常は
非常に少量の）訓練データの一部にのみラベルが付与され、その他のデータは未ラベルのままであることを指しま
す。二つ目は不明確な教師信号であり、つまり、粗い粒度のラベルのみが与えられることを指します。三つ目は不正
確な教師信号であり、つまり、与えられたラベルが必ずしも真のラベル（グラウンドトゥルース）ではないことを指し
ます。
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